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日 時 ： 令和4年9月12日（月）13：30～　場 所 ： 吉野川市文化研修センター
講 師 ： （一社）徳島県エルピーガス協会 藤田グループ代表 藤田 織女 様
　　  ： 吉野川市 防災局 防災対策課 危機管理監 横野 正和 様

吉野川市婦人団体連合会　会長　喜島　寧子

　LPガス協会の講演では、災害時にはプロパンガスが一番復旧が早く、また安全であ
ることについて、実例を踏まえてお話しいただきました。プロパンガスには、マイコンメー
ターという安全装置がついているので、震度5以上の大地震が発生した場合には揺れを
察知して、自動的にガスを遮断する機能がついているので、安全だというお話でした。
　行政の担当者からは、阪神淡路大震災に出動された時の生々しい話しから始まり、
3.11東日本大震災、九州各地での災害を例にあげ、災害直後の動きかた、活動の仕方などを話されました。
常日頃から、有事の際を想定して買い物をしたり、備蓄などをして欲しいというお話しでした。日常生活に生かし
備えを充分に行いたいと思います。

　あけましておめでとうございます。
　昨年もコロナは収まらず、ウクライナの戦争も続いており、世界は第三次世界大戦になるの
ではと心配する毎日が続いております。
　私たち婦人会も今年は７５周年になり、組織も会員も高齢化が進んでおります。その中で、昨
年は高齢者の役割と食品ロスについて、県下一円各地域で取り組んでいただきました。私たちの
役割として、次の時代に伝えていくべき大切な事がたくさんあります。また食品についても浜内千
波先生の講演を聞いていただき、日々 の生活に活かすことができたのではと思っております。
　今年は、「フェーズフリー」として、災害時の備蓄を平常時の日常で活用しながら準備をし
ていく事、また、まだまだ収まらない新型コロナウィルスの猛威について「with コロナ」いわ
ゆるコロナとの共生について考える事に取り組んで参りたいと思います。人類は感染症との闘
いの連続でした。いまだに結核もその一つで、まだ世界中で闘っています。私たちも感染症
に負けないように頑張っていきましょう。
　加山雄三さんの言葉によると、人生の三冠王は「感謝」「感激」「感動」と言っておりました。私た
ちも健康第一、ハート（感動）にタッチ、ドリーム（夢）キャッチをモットーに活動して参りましょう。
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阿南市婦人連合会　会長　紅露　清恵

令和4年度全女会・四国ブロック会議に参加して
日 時 ： 令和4年8月23日（火）　会 場 ： メルパルク松山
　８月２３日（火）松山市で、「SDGｓへの取り組み」「四国は一つの提案・それを実現
させるためには」をテーマとして、四県の代表者の取り組みについての発表がありました。
徳島県では、副会長の喜島寧子さんが、地域の子どもたちと共にリサイクルや、地域の
食材を使った料理等について発表し、子どもたちから地域全体へと広がっていった活動についての紹介をしました。
そして、各県の広報紙に地域活動、地域自慢を取り上げ紹介することで、四国が一つになって次世代につなぐ持
続可能な社会を目指したいと意見交換をしました。

婦人会・女性会向け防災学習会

三好市三野婦人会　竹重　良子

　最初にフジタグループ代表より、LPガスはクリーンで分散型エネルギーなので被災
者支援が早くでき災害に強いと実証されていることを教わりました。次に自分の住んで
いる場所の危険度を知ることができました。続いて日本赤十字社徳島県支部の方より、
東日本大震災からの教訓「生きる力」＝「食べる力」×「支える力」という講演でした。
最後は非常食の試食を行い、災害は起こるものと考え、発生後の行動を想定して、備
えをしておくことが大切だと学びました。

一般財団法人
婦人団体連合会
会長  藤田　育美

日 時 ： 令和4年8月6日（土）10：00～　会 場 ： 三野公民館2階大ホール
講 師 ： フジタグループ代表　藤田 織女 様「LPガスで守る「安全」で「安心」な暮らし」
　　　 三好市防災士会　池西 哲郎 様 「いつ起こる 南海トラフ巨大地震」

婦人会・女性会向け防災学習会を終えて







元島民の北方領土を語る会を実施して元島民の北方領土を語る会を実施して

つるぎ町連合婦人会　井村　悦子

日 時 ： 令和4年８月６日（土） 13：30～16：00
場 所 ： つるぎ町農業構造改善センター   
講 師 ： 元島民　山本 忠平 様　

　私たち徳島に住む者にとって北方領土返還はよ
そ事のような感じがしていました。しかし、元島
民の山本忠平さん（87歳）は、戦時中ソ連軍占領
下後における択捉島での暮らしや、ソ連軍によっ
て立ち退きを後世へ余儀なくされ荷物の様に北海
道へ送られた際の苦労を話されました。お話を聞
くにつれ、感動で胸が熱くなりました。
　本見奉敬さんは、元島民の多くが他界され、
2世の後継者も高齢化していることから、北方領
土返還運動を引き継いでもらえる若い世代の参加者と育成の大切さについて語られました。参加
者から「北方領土返還には余り関心がなかったけど、今のロシアとウクライナと同じやな、これは
後世にもしっかりと伝えていかないといけない。いい勉強になった、ありがとう。」の声を多く聞き、
参加者の知ろう、学ぼうとする気持ちがすごく伝わってきました。「家に帰っても子や孫たちにも
話す。」という声に、開催して良かったと思いました。



　芸能大会に山口婦人会が出演しました。演題は書道吟「遺篇を讀む」、吟・折野瑟鳳さん、書・
大野娟鳳さんでした。折野さんが吟じた漢詩は、ご主人を亡くされた時の自作でした。大野
さんは、四国や全国大会に出場経験のある方で、シーンと緊張感さえある場内で、哀切をお
びた吟詠の調子に合わせて力強く、また軽やかに墨色きわ立つ筆づかいで書かれました。
　50年余りの芸歴をもつ二人は、「熱心にみて下さってとても気持ちよくできた。」と話されま
した。また各出演者の方々からは、「生涯楽しんで豊かに暮らし、新しいことに挑戦していく姿
に励まされ勇気をもらえた楽しい一日でした。ありがとうございました。」と言われました。

阿南市山口婦人会　会長　渡守　一恵

　未だコロナ感染の収束は見られませんが、
今年も完全なコロナ対策がなされ、スタッフ
の皆様の手際良さも生かされて交流芸能大会
が開催されました。
　オープニングでは、芸能生活55周年とな
る瀬戸内美八様に華やかに舞台を飾ってい
ただき、その後、婦人会の皆様の演技が次々
に披露されて、三味線や書道吟、銭太鼓や
民謡と踊り、フラダンス等の趣向を凝らした
演目は筆舌に尽くしがたい感動の交流芸能大
会でした。今日のこの日の活力が更に明日へ
の婦人会への活動に繋がりますように！

鳴門市婦人連合会　会長　矢野　壽美子

開催日： 令和4年9月29日（木）     会　場 ： あわぎんホール

芸能大会に出演して

～三世代交流～
交流芸能大会第 37 回
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開催日： 令和4年9月29日（木）  会　場 ： あわぎんホール

⑮阿波市阿波町婦人会⑮阿波市阿波町婦人会⑭板野郡藍住町婦人会

⑬吉野川市川島婦人会⑬吉野川市川島婦人会⑫小松島市和田島婦人会⑫小松島市和田島婦人会

⑪石井町藍畑ボランティア⑪石井町藍畑ボランティア⑩徳島市加茂名婦人会⑩徳島市加茂名婦人会

⑨つるぎ町連合婦人会⑨つるぎ町連合婦人会⑧徳島市西富田婦人会⑧徳島市西富田婦人会

⑦鳴門市里浦婦人会⑦鳴門市里浦婦人会⑥海部郡牟岐町婦人会⑥海部郡牟岐町婦人会

⑤阿南市山口婦人会⑤阿南市山口婦人会④那賀町婦人会上那賀支部④那賀町婦人会上那賀支部

③吉野川市川島婦人会③吉野川市川島婦人会②阿波市吉野町婦人会②阿波市吉野町婦人会

①徳島市一宮婦人会①徳島市一宮婦人会

～三世代交流～
交流芸能大会第 37 回
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㉗小松島市新開婦人会㉗小松島市新開婦人会

㉘美馬市脇町地区婦人会㉘美馬市脇町地区婦人会 ㉙美馬市連合婦人会㉙美馬市連合婦人会

㉖美馬市三島婦人会㉖美馬市三島婦人会

㉔つるぎ町連合婦人会㉔つるぎ町連合婦人会 ㉕徳島市川内婦人会㉕徳島市川内婦人会

㉓美馬市穴吹婦人会㉓美馬市穴吹婦人会㉒三好市三野婦人会㉒三好市三野婦人会

⑳鳴門市大津婦人会⑳鳴門市大津婦人会

⑰海部郡牟岐町婦人会⑰海部郡牟岐町婦人会

⑲佐那河内村婦人会⑲佐那河内村婦人会⑱勝浦郡勝浦町婦人会⑱勝浦郡勝浦町婦人会

㉑阿南市羽ノ浦婦人会㉑阿南市羽ノ浦婦人会

⑯徳島市加茂婦人会⑯徳島市加茂婦人会



阿南市福井町婦人会　会長　原　礼子世代を超えて触れあえる町
　少子高齢化、会員の減少、そしてコロナ禍での行事の縮小や中止に悩んでいるのは私たち福井町
も同じ。しかし、考えてばかりじゃ仕方ない！と婦人会主催で『ふうせんピンポン大会』を実施しました。
風船をうちわで打ち合うという、ルールも準備も簡単で、年齢や運動能力を問わずクジで相手を決
めるトーナメント式。5～90歳の総勢68名の戦士が闘志をむき出しに大はしゃぎ。歓声、笑い声が
あふれて久しぶりに体を動かした」と
大好評でした。初めての試みでしたが、
みんなでアイデアを出しあい一丸とな
り、取り組めたことに何より手ごたえ
を感じました。
　「世代を超えて触れあえる町」を合
い言葉に活動していこうと思います。
町のみなさん、来年も第2回ふうせん
ピンポン大会でお会いしましょう！！

海部郡美波町婦人会　会長　小原　恒子いっさんじゃい
　「いっさんじゃい」の掛け声でちょうさ（屋台
太鼓）を担ぐ日和佐八幡神社秋祭りをご紹介い
たします。
　日和佐八幡神社秋祭りは豊穣・豊漁を願う二
百年以上続く伝統ある秋祭りです。前日は神事
のあと、みこし町内巡幸があり午後からは町内
8地区のちょうさ（太鼓）が町を練り歩きます。
　子どもたちのたたく太鼓の音で各家々の一年間のけがれや災いを払いのけ、一年間の健康・家内
安全を祈ります。夕方には地元日和佐小学校児童による豊栄の舞。夜は奉納花火があります。当日
の本祭りでは太鼓の音に合わせて大勢の人達が「いっさんじゃい」の掛け声でちょうさを担ぎ海へ
入る「お浜出で」があります。すごーい迫力です。秋祭りは毎年10月のスポーツの日の前々日（土）
前日（日）にあります。ぜひ日和佐八幡神社秋祭りにお越しいただき楽しんでください。
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我 が 町 自 慢我 が 町 自 慢



小松島市和田島町婦人会　会長　福本　弘子風光明媚な和田島町
　私たちの住んでいる和田島町は、南を
除く三方を海に囲まれている関係から、
漁業が盛んです。特にイワシの稚魚（しら
す）漁は全国ベスト10に入る漁獲量を誇っ
ています。また、わかめの養殖も盛んです。
毎年「渚の夏祭り」には、地曳網などをし
て大勢の方々に楽しんで頂いています。
年間を通じて多くの釣人が、太刀魚やアジ
釣りを楽しんでいます。
　農業では、海の影響で冬暖かく砂質土壌のため、地温が上がり易いので、徳島県の先駆的な役割
を果たして、キュウリの促成栽培やイチゴの早出し栽培も行われております。和田島町は、農業も漁業
も盛んな風光明媚な地域です。ぜひ和田島へ起こし下さい。

那賀郡那賀町婦人会 上那賀支部長　山﨑　久美とことこ水崎廻り
　那賀川の上流、通称水崎（みさき）地区
の町道沿いに、八十八体の石仏がありま
す。昔地元の方が「病弱な人でも手軽に八
十八ヶ所を巡拝できるように」と、八十八ヶ
所寺から砂を持ち帰り、石仏を建てました。
その道を巡拝することを、水崎廻りと呼ん
でいます。参道の距離は約7㎞です。
　いつでも誰でも巡拝できますが、旧暦の
3月21日、弘法大師・空海の命日でその日
に修練することを正御影供と呼びます。水
崎では、毎年この日に、地元の人達による湯茶の接待などが
行なわれます。
　来年は5月10日が旧暦の３月21日にあたります。
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しょう み えっく

徳島県に住む私達でもまだまだ知らない、地元のすばらしいところ。
住んでる人しか知らないのはもったいない！　紙面で地元をPRして、
地域を元気にしたい、そんな思いが込められた「我が町自慢」です。
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婦人会と相生まつり 那賀郡那賀町婦人会 相生支部長　溝口　万喜代

　毎年お盆の年中行事として、楽しみにしていた
相生まつりも、コロナの影響を受け自粛を余儀な
くされておりましたが、今年になってやっと三年振
りに開催されることになりました。早速婦人会も
老人会の方 と々一緒に連日踊りの練習に気持ち良
い汗を流しました。
　当日は歌や伝統の吹筒花火や我々の踊りで、
会場も盛り上がりました。久々 の賑わいに老若男
女楽しい夕べを過ごしました。
　過疎の進む町ですが、婦人会として町内の草
抜き、空き缶拾いなど美化にも進んで取り組み、住みやすい町づくり、また有事の際には進んで支
援に参加し、町民の皆さんと共に活動していきたいと思います。

防災意識向上への取り組みについて 阿南市新野町婦人会　会長　岩倉孝江

　新野町は、地震が来ても津波が来ないという防災に強い町と言われ、
そうした安心感からか無関心の方も少なくないのが現状です。しかし、
いざ地震が来たら何をしたらいいか
わからず、戸惑ってしまうかもしれ
ません。
　そこで、新野婦人会と地域の防
災会では、防災の基本を学ぼうと年
間４回の防災教室を企画しました。
　教室に参加した方々 は具体的でよく
わかったとの感想が多くありました。
　来年度も教室を続け防災意識を
少しずつ高めていきたいと思います。

第３回　９月１６日（木）
・新野小学校の児童と避難訓練に参加。
・防災倉庫の点検をする。
第４回　１０月２８日（木）
・地震の際に注意すべき病気やけがの対策と
　日頃の準備。

第１回　７月７日（木）
・町内で（地震、洪水、土砂災害、台風）
　 での基礎的災害知識を知る。
第２回　８月２５日（木）
・非常持ち出し袋について考える。
・ダンボールトイレを作る。
　　　　

地  域  活  動地  域  活  動
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花の町かつうら 勝浦町婦人会　会長　石倉　美枝子

コロナ禍での防災訓練 小松島市新開婦人会　会長　井上　浩子

　10月22日、小松島市新開公民館で防災訓練を実
施しました。
　時を選ばずどこで発災するかわからないのが災害
ですが、コロナ禍での開催は不安もあり、市役所の
危機管理課、公民館、婦人会で話し合いを重ねました。
　炊き出し訓練では作業中の密を避け、手袋をこまめに交換したり、テーブルや椅子の配置、など
に配慮しました。訓練参加者は、ダンボールベッドや簡易トイレの構造や衛生面に驚きました。
備蓄食として5年間保存できる「えいようかん」は大好評でした。
　配布された防災チェックリストを見て、再考する必要があると痛感しました。生きるためにはまず、
３日分の食料の準備をする必要があると改めて感じました。

　わが町勝浦町では、年2回各支部ごとに、春はマリー
ゴールド、秋にはパンジーを植え付け、町を訪れる人
たちや町民の方々に心の癒やしを届けていこうと、継
続して活動しています。毎日の水やりや枯れた花殻を
摘むなどの手入れに苦労はありますが、皆様の喜ぶ顔
を思い浮かべながら頑張っています。
　また、昨年度から「勝浦を美しくする会」の一員として、勝浦町の入口となる掛谷の勝浦川河川敷を
整備し、春はからし菜、夏はひまわり、秋はコスモスが花開くよう、会員の方 と々協力し種まきを行っ
ています。コロナ禍で家に閉じこもりがちな昨今、勝浦を訪れる皆様や町民の方々の心が少しでも和み、
笑顔がみられると幸いと思いながら活動を継続していきたいと考えています。
　勝浦を訪れた際には、勝浦川のせせらぎとともに、河川敷に咲く花々にも目を向けていただけたらと
思っています。
　「住み続けたい」「帰ってきたい」「暮らしてみたい」～誰もが幸せを感じられるまち阿波かつうら～
の実現に向けて、婦人会員一同力を合わせ、取り組んでいます。

全県下で幅広い活動をしている婦人会。地域によって活動内容も様々です。
誌面で情報を共有することで、活動アイデアのヒントが見つかるかも。
また、婦人会活動をあまりご存じない方にも、ぜひ素晴らしい婦人会の活動をご紹介ください。

全県下で幅広い活動をしている婦人会。地域によって活動内容も様々です。誌面で情報を共有
することで、活動アイデアのヒントが見つかるかも。また、婦人会活動をあまりご存じない方
にも、ぜひ素晴らしい婦人会の活動をご紹介ください。
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合・愛・I・藍がきらめく石井町

石井町女性の会

心一つに、和やかに
明日を夢見て励み合う

徳島市婦人連絡協議会

みかんが香り　笑顔あふれる
　元気なまち　かつうら

勝浦郡勝浦町婦人会

東みよし町
婦人団体連合会

美馬郡つるぎ町
連合婦人会

名東郡佐那河内村
婦人会

那賀郡婦人会連合会

板野郡婦人連合会
会員一同

海・山・川　自然あふれた

海部郡婦人連合会

海あり 山あり 郷土愛あり 小松島！

小松島市連合婦人会

自然にかこまれ 心も豊かに 
笑顔で暮らせる 三好市

三好市婦人団体連合会

　徳島は江戸時代から人形浄瑠璃芝居の盛んな土
地柄で、今でも県内各地で多くの人形座が活動
しています。ところが、これまで徳島の地を舞台
にした外題はほとんどなく、有名な傾城阿波の
鳴門にしても親子が再会する舞台は大阪です。
　阿南市新野町で文化2（1805）年から活動する
中村園太夫座のメンバーである陶久敏郎さんは、
地元を舞台とした人形浄瑠璃芝居を創作して伝統
文化の力で古里を活性化したいと思い続けてこられ
ました。
　平成23（2011）年に、新野町にある22番札所平
等寺の門前町を舞台に拉致問題をテーマにした
「越後母恋情話」を発表されました。 続いて、平成
30（2018）年には同市長生町の八鉾神社を舞台に
大国主命が活躍する「天照って阿南生まれじょ」を
発表され、令和4（2022）年には四国遍路とお接
待をテーマに新野町のオトンボ山を舞台にした「阿
波遍路恋唄」を世に送り出しました。
　今後も阿波人形浄瑠璃芝居を楽しんで、古里を
盛り上げていってほしいと思います。

わが町、桑野町の名人
中村園太夫座　

陶久 敏郎さん
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編集委員一同

 

 
　 

〒771-1503 
徳島県阿波市土成町浦池513
080-7644-4824

予約優先

オーナースタイリスト

稲井　佳代
Inai Kayo

Hair Room 
ｌatte

第36号の編集に際して、三
世代交流芸能大会をはじめ
とする行事や県南部からの
原稿をお寄せいただきあり
がとうございました。次号は
西部からのお便り楽しみに
しております。

　令和2年8月24日生の2歳と2カ月の男の子トイ？プードル
生まれて2カ月でわが家にやってきました。当時はエプロン
のポケットに入る程度の大きさ。
  あれから2年・・・・散歩は嫌い！食べること大好き！ 
私と同じ、おやつ取りに行くとき、早く行ってと後ろから
押します。確かトイプードルは3キロから7キロの間と聞
いていましたが、ただ今7.5キロほどのただのプードルに
なってしまいました。散歩の途中、
他の犬に吠えられると、慌てて私の
後ろに2本足立で隠れます。弱虫、
焼きもち焼き、甘えん坊。
　でも、そんな茶々丸がとても愛お
しい私です。 
ただ今花嫁募集中！！

編集後記

竹島さんちの茶々丸君

小松島市櫛渕婦人会　会長　竹島　由美子

作り方
① オーブンを220℃で予熱する。
② フードプロセッサーに小麦粉・砂糖・ベーキングパウダー
　 を入れ、約10秒かくはんする。
③ ②にバター（1㎝角に切ったもの）を加え、約30秒かく
　 はんする。
④ ③に卵（ときほぐしたもの）とみかんの皮（1㎝角に切っ
　 たもの）を加え、みかんの皮が細かくなり、材料がひと
　 まとまりになるまでかくはんする。
⑤ 粉をふった台に④を取り出し、めん棒で伸ばしては二つ
　 折りにする動作を5回以上行い、厚さ1.5㎝にする。
⑥ 好きな形に切り抜き、天板にクッキングシートを敷き、
　 ⑤を並べ、200℃で15分ほど焼く。

材　料　（2人分）
えび（殻付き）　　 2尾～4尾
鶏もも肉（一口大） 1/2枚
米（無洗米）　　 1合
タマネギ（くし切り） 1/2個
にんにく　　　 1辺
しめじ　　　 1/2房
ピーマン赤　　 1個
ピーマン緑　　 1個
ミニトマト　　 4個

作り方
① フライパンにオリーブ油を適量入れ、えび、鶏もも肉、
　 にんにく、タマネギ、しめじを順に入れながら炒める。
② ①の材料をいったん取り出し、同じフライパンに油を少し
　 足し、米をすきとおるまで炒める。
③ ②のフライパンの米をならし、その上に①の材料とピーマ
　 ン・ミニトマト・ローズマリー・ローリエを入れ、Aのスープ
　 を加え、ふたをして、中火弱で15～20分蒸し焼きにする。
④ フライパンの中身が、パリパリと音がしたら火を止め10分
　 程度蒸らして出来上がり。

今が旬！！ パエリアスコーン

A　
みかんジュース（100％） 200 ㎖
水または白ワイン　　 100 ㎖
コンソメ　　　　　　 1個
塩　　　　　　　　　 少々
コショウ　　　　 少々
ローズマリー　　　　 小1枚
ローリエ　　　　　 1枚
オリーブ油（サラダ油） 適量

材　料 （7～10個分）
薄力粉　　　　　 200ｇ
三温糖（グラニュー糖） 大2
ベーキングパウダー 小2
バター　　　　　　 50ｇ
卵　　　　　　　 L1個
みかんの皮　　　　 40ｇ
（よく洗い、白いわたの部分を取ったもの）

小麦粉　　適量（うち粉用）

勝浦町 勝浦町
今が旬！！
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